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デントコーン栽培デントコーン栽培

【サイレージ用とうもろこし栽培　コスト試算】
　

１ha当り 露地栽培 マルチ栽培

耕　　起 委 託 費 ￥20,000 ￥20,000

播　　種

種 子 代 ￥34,500 ￥34,500

マルチ代 ￥113,400

肥 料 費 ￥50,240 ￥50,240

委 託 費 ￥9,000 ￥35,000

管 理 費
除草剤費 ￥22,384 ￥22,384

土改材費 ￥15,550 ￥15,550

収　　穫 委 託 費 ￥70,000 ￥70,000

作業全般 燃 料 費 ￥6,000 ￥6,000

合　　　計 ￥227,674 ￥367,074

【サイレージ用とうもろこし栽培　コスト試算】
　

１ha当り 露地栽培 マルチ栽培

耕　　起 委 託 費 ￥20,000 ￥20,000

播　　種

種 子 代 ￥34,500 ￥34,500

マルチ代 ￥113,400

肥 料 費 ￥50,240 ￥50,240

委 託 費 ￥9,000 ￥35,000

管 理 費
除草剤費 ￥22,384 ￥22,384

土改材費 ￥15,550 ￥15,550

収　　穫 委 託 費 ￥70,000 ￥70,000

作業全般 燃 料 費 ￥6,000 ￥6,000

合　　　計 ￥227,674 ￥367,074

《ＪＡ自給飼料向上対策》
１）要件
　　 国産飼料資源活用促進事業の対象とならない新
規デントコーンの栽培地（増反を含む）

２）助成内容
　　 １ha当り60,000円の助成（国産飼料資源活用促進
事業と同額）

　　＊ＪＡから購入した資材代に助成する。
３）事業実施期間
　　平成20年５月

＊概算自己負担
　１）露 地 栽 培……事業費227,674円－助成60,000円＝167,674円
　２）マルチ栽培……事業費367,074円－助成60,000円＝307,074円
＊ 新規（増反分）の自己負担については、融資メニュー
あり

《ＪＡ自給飼料向上対策》
１）要件
　　 国産飼料資源活用促進事業の対象とならない新
規デントコーンの栽培地（増反を含む）

２）助成内容
　　 １ha当り60,000円の助成（国産飼料資源活用促進
事業と同額）

　　＊ＪＡから購入した資材代に助成する。
３）事業実施期間
　　平成20年５月

＊概算自己負担
　１）露 地 栽 培……事業費227,674円－助成60,000円＝167,674円
　２）マルチ栽培……事業費367,074円－助成60,000円＝307,074円
＊ 新規（増反分）の自己負担については、融資メニュー
あり

　

計
根
別
農
協
で
は
、
新
年
度
の
酪
農
畜
産
政
策
や
農
協
支
援

対
策
な
ど
を
提
案
、
そ
れ
ぞ
れ
の
政
策
対
策
に
関
す
る
意
見
を

求
め
る
た
め
に
、
三
月
四
〜
五
日
農
協
第
二
、三
会
議
室
に
て

意
見
集
約
会
議
を
開
い
た
。

　

意
見
集
約
会
議
は
、
中
標
津
地
区
と
別
海
地
区
に
分
け
て
開

催
さ
れ
、
二
日
間
で
約
八
十
名
の
組
合
員
が
出
席
し
た
。

　

開
会
を
告
げ
る
纐
纈
組
合
長
は「
乳
価
は
上
が
っ
た
も
の
の
、

そ
れ
以
上
の
も
の
は
な
い
。
組
合
員
や
農
協
に
今
何
が
重
要
で

何
が
必
要
か
を
考
え
、
二
〜
三
年
後
を
見
据
え
て
農
協
で
何
が

出
来
る
の
か
を
模
索
し
た
い
」
と
話
し
た
。

　

会
議
に
移
る
と
各
部
長
か
ら
新
年
度
対
策
の
概
要
が
説
明
さ

れ
た
。特
に
、生
産
性
向
上
を
目
的
と
し
た
施
設
機
械
等
の
リ
ー

ス
事
業
や
Ｊ
Ａ
乳
牛
入
替
支
援
対
策
事
業
に
興
味
を
示
す
組
合

員
が
多
く
、
作
業
機
械
等
の
入
れ
替
え
、
生
乳
増
産
を
目
論
む

生
産
者
に
と
っ
て
は
大
き
な
期
待
が
寄
せ
ら
れ
る
事
業
内
容
と

な
っ
た
。

　

ま
た
、
農
協
で

は
新
年
度
も
良
質

な
租
飼
料
生
産
と

確
保
を
強
く
呼
び

掛
け
、
草
地
改
良

助
成
（
春
起
）、

農
薬
助
成
な
ど
の

支
援
策
を
講
じ
、

更
新
率
を
高
め
る

運
動
を
展
開
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。

畜産関連対策やJA支援対策に畜産関連対策やJA支援対策に
大きな期待大きな期待
計根別農業協同組合意見集約会議

新たな対策が示され、期待を寄せる組合員
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平成20年度  JA計根別  生産基盤強化対策平成20年度  JA計根別  生産基盤強化対策 生乳生産基盤強化対策生乳生産基盤強化対策
年次別草地更新推移表更新　　　　　　　 面積＝ha、更新率＝％

年　次 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

更新面積 815 1,422 905 1,019 343 453 334 514 589

更 新 率 7.7 13.5 8.6 9.7 3.3 4.3 3.2 4.9 5.6

JA計根別草地総面積…10,526.9ha

年次別草地更新推移表更新　　　　　　　 面積＝ha、更新率＝％

年　次 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20

更新面積 815 1,422 905 1,019 343 453 334 514 589

更 新 率 7.7 13.5 8.6 9.7 3.3 4.3 3.2 4.9 5.6

JA計根別草地総面積…10,526.9ha

自給飼料品質向上対策
（草地更新率10％以上）
自給飼料品質向上対策
（草地更新率10％以上）

放牧地（５年更新）放牧地（５年更新）採草地（８年更新）採草地（８年更新）

草地改良　概算負担金（１ha当り）

事  業  名 道営事業
リフレッシュ事業 自家更新

補助 JA支援 補助 JA支援

事　業　費 450,000

226,488
（資材代のみ）
116,488（補 助 残） 112,500

国産飼料資源活用 50,000 50,000

中 山 間 事 業

自 己 負 担 金 112,500 176,488 226,488 66,488 116,488

ＪＡ自給飼料支援 0 10,000 50,000 10,000 50,000

最終自己負担 112,500 166,488 176,488 56,488 66,488

春起しの場合 0 20,000 20,000 20,000 20,000

自己負担 112,500 146,488 156,488 36,488 46,488

草地改良　概算負担金（１ha当り）

事  業  名 道営事業
リフレッシュ事業 自家更新

補助 JA支援 補助 JA支援

事　業　費 450,000

226,488
（資材代のみ）
116,488（補 助 残） 112,500

国産飼料資源活用 50,000 50,000

中 山 間 事 業

自 己 負 担 金 112,500 176,488 226,488 66,488 116,488

ＪＡ自給飼料支援 0 10,000 50,000 10,000 50,000

最終自己負担 112,500 166,488 176,488 56,488 66,488

春起しの場合 0 20,000 20,000 20,000 20,000

自己負担 112,500 146,488 156,488 36,488 46,488

【機械リース料】～共成レンテム価格　　　　　　（税別）
　
型　式 品　　　名 １日単価 サポート料
18×３連 Ｒ　プ　ラ　ウ 41,000円    450円
20×３連 Ｒ　プ　ラ　ウ 41,000円    450円
３m パワーハロー 30,000円    600円
22×28 デスクハロー 30,000円    300円
6.3m ケンブリッジローラー 21,000円    400円

2.5m・３m グラスシーダー 10ａ　1,000円    200円
1,500ℓ スプレイヤー 25,000円    700円
1,500ℓ トラクター付きスプレイヤー １ha　7,000円 1,000円
MW1210 細断型コンビラップ 1ロール 1,500円 5,000円

＊リース機械の運賃
　 　共成レンテム幕別事業所から農協までの運賃に
ついては農協支出。
　 　農協から組合員迄の運賃については、広域運輸
を利用し受益者負担。

【機械リース料】～共成レンテム価格　　　　　　（税別）
　
型　式 品　　　名 １日単価 サポート料
18×３連 Ｒ　プ　ラ　ウ 41,000円    450円
20×３連 Ｒ　プ　ラ　ウ 41,000円    450円
３m パワーハロー 30,000円    600円
22×28 デスクハロー 30,000円    300円
6.3m ケンブリッジローラー 21,000円    400円

2.5m・３m グラスシーダー 10ａ　1,000円    200円
1,500ℓ スプレイヤー 25,000円    700円
1,500ℓ トラクター付きスプレイヤー １ha　7,000円 1,000円
MW1210 細断型コンビラップ 1ロール 1,500円 5,000円

＊リース機械の運賃
　 　共成レンテム幕別事業所から農協までの運賃に
ついては農協支出。
　 　農協から組合員迄の運賃については、広域運輸
を利用し受益者負担。

JA支援内容（H20年度単独事業）JA支援内容（H20年度単独事業）

《ＪＡ雑草駆除対策》
１）要件
　　 草地改良（耕起を伴う）及び新規（増反分）デ
ントコーンの栽培に伴う雑草駆除を行なった場
合

２）助成内容
　　 ＪＡから購入した除草剤の代金の半額助成とし、
１ha当り5,000円を上限とする。

　　 但し、道営事業の場合は１ha当り2,000円を上限
とする）

３）事業対象品目
　　 ラウンドアップマックスロード、タッチダウン
ＩＱ、クサトリキング

　　（但し、５ℓ以上の規格を対象とする）
３）事業実施期間
　　平成20年４月～10月末まで

《ＪＡ雑草駆除対策》
１）要件
　　 草地改良（耕起を伴う）及び新規（増反分）デ
ントコーンの栽培に伴う雑草駆除を行なった場
合

２）助成内容
　　 ＪＡから購入した除草剤の代金の半額助成とし、
１ha当り5,000円を上限とする。

　　 但し、道営事業の場合は１ha当り2,000円を上限
とする）

３）事業対象品目
　　 ラウンドアップマックスロード、タッチダウン
ＩＱ、クサトリキング

　　（但し、５ℓ以上の規格を対象とする）
３）事業実施期間
　　平成20年４月～10月末まで

《ＪＡ自給飼料向上対策》
１）要件
　　 道営事業の対象とならない圃場を草地改良した
場合

２）助成内容
　　① 国産飼料資源活用促進事業を活用して草地改

良した場合　　　　　　１ha当り10,000円助成
　　②上記事業の対象外草地を草地改良した場合
　　　　　　　　　　　　　　１ha当り50,000円助成
　　③ 但し、施工時期が６月上旬（春起し）について

は上記助成額に20,000円の上乗せ助成を行なう
３）事業実施期間
　　平成20年４月～８月
＊ 既存のデントコーン作付地から草地への転換につ
いては、補助事業を活用することを基本とし、補
助対象外の場合についてのみ10,000円の助成。

【注記】 本支援策については適正な施肥量を算出して、
ＪＡから購入した資材代金に対して助成す
る。

《ＪＡ自給飼料向上対策》
１）要件
　　 道営事業の対象とならない圃場を草地改良した
場合

２）助成内容
　　① 国産飼料資源活用促進事業を活用して草地改

良した場合　　　　　　１ha当り10,000円助成
　　②上記事業の対象外草地を草地改良した場合
　　　　　　　　　　　　　　１ha当り50,000円助成
　　③ 但し、施工時期が６月上旬（春起し）について

は上記助成額に20,000円の上乗せ助成を行なう
３）事業実施期間
　　平成20年４月～８月
＊ 既存のデントコーン作付地から草地への転換につ
いては、補助事業を活用することを基本とし、補
助対象外の場合についてのみ10,000円の助成。

【注記】 本支援策については適正な施肥量を算出して、
ＪＡから購入した資材代金に対して助成す
る。

H20自給飼料品質向上対策事業が決定!!
～草地更新率10％以上を目指し、粗飼料品質を高める～
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渡
辺
さ
ん
は
、
当
農
協
が
実
施
す
る
平
成
十
八
年
度
良
質
乳
生

産
共
励
会
に
て
衛
生
的
乳
質
や
環
境
面
を
合
わ
せ
た
総
合
評
価
で

最
優
秀
賞
を
獲
得
、
地
域
の
模
範
と
し
て
誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
飼
養
形
態
も
健
康
的
な
牛
群
づ
く
り
と
そ
れ
を
支
え
る
良

質
な
粗
飼
料
づ
く
り
と
考
え
、
放
牧
へ
と
徐
々
に
移
行
。
放
牧
を

始
め
て
か
ら
は
牛
へ
の
ス
ト
レ
ス
や
疾
病
も
減
少
し
た
そ
う
で

す
。
そ
の
後
、
放
牧
地
へ
の
牛
道
整
備
を
進
め
、
牛
体
の
汚
れ
も

減
り
、
乳
房
炎
の
発
症
や
罹
患
牛
の
淘
汰
も
激
減
し
た
と
の
こ
と

で
す
。

　

さ
ら
に
、
良
質
乳
生
産
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
プ
レ
デ
ィ
ッ
ピ
ン
グ

と
一
頭
一
布
で
乳
頭
の
汚
れ
を
完
全
に
除
去
、
牛
群
観
察
か
ら
乳

牛
の
健
康
状
態
を
把
握
、
早
期
の
治
療
に
心
掛
け
る
こ
と
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

最
後
に
、
渡
辺
さ
ん
は
「
頭
数
を
変
え
ず
（
一
㌶
＝
一
頭
）、
今

の
経
営
ス
タ
イ
ル
を
続
け
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
消
費
者
に
不
安

を
与
え
な
い
牛
乳
を
提
供
し
た
い
」
と
自
信
を
深
め
て
い
た
。

渡
辺
薫
生

渡
辺
薫
生
さ
ん
が

さ
ん
が
乳
質
改
善
大
賞
受
賞

乳
質
改
善
大
賞
受
賞

　

北
海
道
乳
質
改
善
協
議
会
は
設
立
五
十
周
年
記
念
五
ヶ
年
事
業
の
三
年

目
を
迎
え
、
良
好
な
乳
質
を
継
続
的
に
確
保
し
、
生
乳
の
品
質
を
適
切
に

管
理
す
る
た
め
の
シ
ス
テ
ム
を
整
備
し
て
お
り
、
経
営
的
に
も
優
秀
か
つ

模
範
的
な
生
産
者
に
そ
の
栄
誉
を
讃
え
る
べ
く
、
二
月
十
四
日
北
海
道
厚

生
年
金
会
館
に
て
乳
質
改
善
大
賞
授
賞
式
を
行
っ
た
。

　

受
賞
式
に
は
全
道
六
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
乳
質
成
績
や
経
営
内
容
に
優
れ
た

二
十
二
名
、
根
室
管
内
で
は
四
名
の
酪
農
家
が
選
ば
れ
、
当
農
協
か
ら
渡

辺
薫
生
さ
ん
（
大
成
）
が
乳
質
改
善
大
賞
を
授
賞
し
た
。

渡辺薫生牧場の乳質改善への取り組み

昭和60年建設の牛舎内は衛生的に維持される 広美さん・薫生さん夫妻。
放牧へ移行し２人作業でゆとりある経営を実現
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計
根
別
農
協
で
は
、
中
国
農
業
研
修
生

の
派
遣
受
入
事
業
に
よ
り
、
日
中
両
国
の

農
業
振
興
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
本

年
度
も
新
た
な
三
名
の
中
国
研
修
生
を
受

け
入
れ
た
。

　

三
月
四
日
に
開
か
れ
た
歓
送
迎
会
で

は
、
農
協
関
係
者
や
実
習
生
を
受
け
入
れ

る
組
合
員
家
族
ら
が
集
い
、
研
修
寮
に
て

三
名
の
研
修
生
を
迎
え
て
盛
大
に
歓
迎
セ

レ
モ
ニ
ー
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
昨
年
か
ら
研
修
を
積
ん
で
い
た

那
仁
通
拉
嘎
（
ナ
ジ
ン
ト
ン
ラ
ガ
）
さ
ん
、

斯
鉄
朝
格
図
（
ス
チ
ン
チ
ョ
キ
ト
）
さ
ん
、

巴
亜
斯
古
楞
（
バ
ヤ
ス
グ
レ
ン
）
さ
ん
ら

三
名
に
研
修
終
了
書
が
授
与
さ
れ
、
送
別

会
も
兼
ね
た
催
し
と
な
っ
た
。会
場
で
は
、

組
合
員
や
研
修
生
が
当
時
の
事
を
懐
か
し

く
話
す
な
ど
、
参
加
者
全
員
で
無
事
に
研

修
期
間
を
勤
め
た
三
人
を
祝
し
た
。　
　

【
二
十
年
度
中
国
研
修
生
、
受
入
先
】

　

斯
日
古
楞
（
ス
リ
グ
レ
）
三
十
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

林　
　

満
治
牧
場

　

布
和
朝
魯
（
ブ
フ
チ
ョ
ウ
オ
ル
）   

二
十
五
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

斉
藤　
　

明
牧
場

　

曹
都
卒
力
格
（
ソ
ウ
ト
ビ
リ
ガ
）
二
十
四
歳

　
　
　
　
　
　
　
　
　

蛭
田
久
仁
夫
牧
場

今
年
も
三
名
の
研
修
生
を
受
け
入
れ

〜
中
国
農
業
研
修
生
派
遣
受
入
事
業
〜

計根別農業協同組合

20年度受入となった３名の中国研修生
左から布和朝魯（ブフチョウオル）、曹都卒力格（ソウトビリガ）、

斯日古楞（スリグレ）

　

三
月
十
八
日
、
北
海
道
が
主
催
す
る
「
女
性
農
業
者
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
が
札
幌
市
プ
レ
ス
ト
１
・
７
ビ

ル
に
て
開
催
さ
れ
、
根
室
管
内
を
代
表
し
て
長
谷
川
希
美

さ
ん
（
西
竹
）
が
事
例
発
表
を
行
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
は
、
各
支
庁
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り
女
性

農
業
者
が
得
た
能
力
や
経
営
参
画
状
況
の
変
化
、
経
営
参

画
の
実
践
な
ど
に
つ
い
て
の
情
報
交
換
を
行
い
、
自
ら
の
経
営
向
上
や
地
域
活
性
化

を
目
的
と
し
て
開
催
さ
れ
、
道
内
の
農
業
者
二
十
五
名
、
関
係
者
五
十
六
名
を
集
め

盛
大
に
開
催
さ
れ
た
。

　

長
谷
川
さ
ん
は
、
経
営
移
譲
を
目
前
に
控
え
た
頃
、
ク

ミ
カ
ン
や
経
営
管
理
を
学
び
た
い
と
の
一
心
で
普
及
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
女
性
農
業
者
や
夫
婦
を
対
象
と
す
る

〝
で
い
り
ー
す
く
ー
る
〞
の
受
講
を
決
め
、
三
年
間
で
経

営
に
対
す
る
知
識
と
技
術
を
習
得
。
そ
の
事
例
が
高
く
評

価
さ
れ
、
根
室
管
内
の
代
表
と
し
て
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、「〝
で
い
り
ー
す
く
ー
る
〞
を
通
じ
て

変
化
し
た
こ
と
」
と
題
し
て
、
我
が
家
の
課
題
、
実
践
し

た
こ
と
、
改
善
さ
れ
た
こ
と
、
今
後
の
取
り
組
み
な
ど
が

説
明
さ
れ
た
。　

　
〝
で
い
り
ー
す
く
ー
る
〞
で
学
ん
だ
こ
と
の
ま
と
め
と

し
て
「
自
分
か
ら
動
か
な
き
ゃ
何
も
変
ら
な
い
」「
職
業

と
し
て
の
酪
農
は
最
高
」「
家
庭
内
の
会
話
と
挨
拶
の
大

切
さ
」「
無
理
を
し
な
い
」な
ど
の
内
容
を
主
張
。
セ
ミ
ナ
ー

出
席
者
か
ら
も
好
評
と
な
る
事
例
発
表
と
な
っ
た
。

管
内
を
代
表
し
て

長
谷
川
希
美
さ
ん
が
事
例
発
表

〜
経
営
移
譲
を
キ
ッ
カ
ケ
に
経
営
管
理
を
学
ぶ
〜

自らの取り組みが評価され、関係者らの視線を集めた

事例を発表する長谷川希美さん出席者との交流も深まりました



伊藤穂乃花
伊藤　利文（計根別）

喜来　幸保
喜来　　清（計根別）

い とう  ほ　の　かき らい　　さち  ほ

熊谷　知真
熊谷　昌仙（農　協）

蛎崎　翔也
蛎崎　康夫（農　協）

永利百合子
永利　嘉成（上標津）

ながとし  ゆ　り　こくまがい　　かず  まかきざき  　しょう や  

大
き
く
な
っ
た
ら

　

何
に
な
り
た
い
で
す
か
？

おめでとうおめでとう
養
老
牛
小
学
校

上
西
春
別
小
学
校

新入学新入学新入学1年生1年生1年生

計
根
別
小
学
校

佐久間海斗
佐久間　忠（大　成）

さ　く　ま  かい  と

小林　　圭
小林　和之（養老牛）

こばやし　　　   けい

組合員、職員、
その他農協関連職員
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桜井　龍也
桜井　拓也（計根別）

近藤　亜希
近藤　　豊（西　竹）

葛西　誠人
葛西　裕之（計根別）

か さい　　まさ とさくら い   　りゅう やこんどう　  　あ　き

小松　優斗
小松　主弥（広　域）

吉成　快斗
吉成　直樹（静　狩）

萱岡　秀斗
萱岡　　智（農　協）

かやおか  　しゅう と  こ まつ　　ゆう とよしなり　　かい と

村上　遥香
村上　宗義（大　成）

本田莉里佳
本田　英雄（本　別）

砂越　瑠李
砂越　健一（大　成）

すなこし　　  る　りむらかみ　　はる  かほん  だ　り　り　か

おめでとうおめでとうおめでとうおめでとう 新入学1年生

7
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幼い頃を思い出し、
笑顔が絶えないお雛祭り
～女性部緑会　お雛祭り会～

　

二
月
二
十
九
日
、
女
性
部
緑
会
で

は
桃
の
節
句
を
祝
お
う
と
農
協
和
室

に
て
お
雛
祭
り
会
を
開
い
た
。

　

こ
の
日
は
部
員
六
名
が
参
加
。
参

加
者
が
持
参
し
た
着
物
を
田
中
繁
子

さ
ん
の
着
付
け
に
よ
り
準
備
が
進
め

ら
れ
た
。
着
物
に
着
替
え
た
会
員
は

目
を
輝
か
せ
、
小
さ
い
頃
に
戻
っ
た

様
に
と
て
も
嬉
し
そ
う
な
笑
顔
を
見

せ
て
い
ま
し
た
。

　

写
真
撮
影
で
は
、
綺
麗
に
お
化
粧

を
し
た
会
員
が
撮
影
場
所
を
悩
ん
だ

り
、
様
々
な
ハ
プ
ニ
ン
グ
が
起
こ
る

な
ど
笑
い
が
絶
え
な
い
様
子
で
し
た
。

　

そ
の
後
、
昼

食
に
な
る
と
チ

ラ
シ
寿
司
、
桜

も
ち
、
お
雛

ケ
ー
キ
な
ど
を

食
べ
な
が
ら
、

昔
話
し
や
最
近

の
出
来
事
な

ど
で
会
話
も
弾

み
、
と
て
も
楽

し
い
時
間
を
過

ご
す
事
と
な
り

ま
し
た
。

　

最
後
に
、
お

雛
祭
り
で
着
付

け
を
し
て
下
さ

い
ま
し
た
、
田
中
さ
ん
本
当
に
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

着付けの時間も楽しく過ごした出席者

　

三
月
二
十
四
日
、
女
性
部
で
は
第
五
十

二
回
通
常
総
会
を
農
協
第
二
、三
会
議
室

に
て
開
い
た
。

　

総
会
に
は
、
部
員
三
十
名
が
出
席
。
西

丸
部
長
か
ら
「
昨
年
は
、
地
産
地
消
や
食

育
な
ど
〝
食
〞
の
大
切
さ
を
再
認
識
し
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
本
年
は
部
員
皆

様
方
が
心
身
と
も
に
健
康
な
一
年
で
あ
る

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
」
と
の
挨
拶
で
開

会
さ
れ
た
。

　

来
賓
を
代
表
し
て
纐
纈
組
合
長
は
「
部

員
の
皆
様
に
は
経
営
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
と

し
て
組
勘
収
支
や
そ
れ
ぞ
れ
の
費
用
を
考
え
て

も
ら
い
た
い
。
ま
た
、
家
族
で
共
通
認
識

を
持
ち
、
経
営
改
善
に
取
り
組
ま
れ
る
こ

と
を
期
待
し
ま
す
」
と
女
性
も
経
営
に
積

極
的
な
参
加
を
呼
び
掛
け
る
挨
拶
と
な
っ

た
。
そ
の
後
、
普
及
セ
ン
タ
ー
松
田
所
長
、

地
区
女
性
協
水
沼
会
長
か
ら
挨
拶
を
頂
い

た
。

　

議
事
に
移
る
と
本
別
地
区
の
北
村
か
お

り
さ
ん
が
議
長
を
務
め
、
事
業
報
告
や
計

画
な
ど
ス
ム
ー
ズ
に
議
事
が
進
行
さ
れ
、

部
員
か
ら
も
活
発
な
意
見
が
出
さ
れ
る
総

会
と
な
っ
た
。

　

最
後
に
、
平
成
二
十
年
度
の
事
業
計
画

は
部
員
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
た
魅
力
溢
れ
る

活
動
、
自
発
的
で
目
的
意
識
を
も
っ
た
事

業
展
開
（
三
層
活
動
）、
消
費
拡
大
運
動

な
ど
を
大
き
な
柱
に
女
性
部
全
会
一
致
で

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

部員のニーズに応える事業展開と
消費拡大に積極的な活動を…
～JA計根別女性部第52回通常総会～

議長を務めた北村かおりさん（中央）積極的な意見が出される総会となった
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二
月
五
日
、
農
協
二

階
会
議
室
に
て
フ
レ
ッ

シ
ュ
ミ
ズ
哺
育
・
育
成

管
理
講
習
会
を
開
い

た
。

　

講
習
会
は
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
会

員
七
名
が
参
加
。
手
が
離
れ
な
い
子

供
た
ち
の
た
め
に
女
性
部
三
役
が
託

児
を
行
っ
て
の
開
催
と
な
り
ま
し

た
。

　

講
師
に
は
普
及
セ
ン
タ
ー
志
鎌
係

長
を
招
き
、
分
娩
時
の
注
意
事
項
、

初
乳
の
大
切
さ
、
気
温
の
変
化
な
ど

を
重
点
に
説
明
を
し
て
頂
き
ま
し

た
。

　

育
成
管
理
は
女
性
部
員
に
と
っ
て

も
日
常
作
業
で
あ
り
、
講
義
中
も
気

に
な
る
事
や
判
ら
な
い
事
を
積
極
的

に
質
問
す
る
な
ど
、
講
習
会
に
真
剣

に
取
り
組
む
参
加
者
は
育
成
の
基
本

を
改
め
て
学
ぶ
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。

　

講
習
会
終
了
後
は
、
自
ら
の
哺
育

の
や
り
方
や
普
段
疑
問
に
思
っ
て
い

る
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、
色
々
な

方
法
が
あ
る
こ
と
を
学
ん
だ
参
加
者

は
、
良
い
情
報
交
換
の
場
と
な
っ
た

よ
う
で
す
。

　

最
後
に
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
ミ
ズ
で
は

こ
の
よ
う
な
機
会
を
大
切
に
講
習
会

の
継
続
を
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、

部
員
皆
様
の
ご
出
席
を
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

　

二
月
十
日
、
中
標
津
町
交

流
セ
ン
タ
ー
に
て
女
性
部
青

葉
会
料
理
交
流
親
睦
会
を
開

い
た
。

親
睦
会
に
は
部
員
十
名
が
参

加
。
西
塚
会
長
か
ら
「
人
数

は
少
な
い
で
す
が
頑
張
っ
て

美
味
し
い
料
理
を
作
り
ま

し
ょ
う
」
と
の
挨
拶
に
よ
り

調
理
を
開
始
。

　

調
理
に
移
る
と
参
加
者
が

三
班
に
分
か
れ
、
カ
ッ
テ
ー

ジ
チ
ー
ズ
ス
フ
レ
、
と
ろ
と

ろ
プ
リ
ン
、
チ
ー
ズ
ワ
ッ
フ

ル
、
ど
ら
焼
き
（
ヨ
ー
グ
ル

ト
ク
リ
ー
ム
）
の
四
品
を
作

り
上
げ
た
。

　

カ
ッ
テ
ー

ジ
チ
ー
ズ
で

は
、
用
意
し

た
牛
乳
と
レ

モ
ン
汁
の
分

量
に
戸
惑
う

な
ど
、
手
順

通
り
に
作
業

が
進
ま
ず
不
安
に
な
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。

　

し
か
し
、
試
食
で
は
「
プ
リ
ン
も
本
当

に
ト
ロ
ト
ロ
だ
ね
」「
こ
れ
は
簡
単
に
出

来
る
か
ら
家
で
作
っ
て
み
よ
う
」
と
言
っ

た
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
牛
乳
豆
腐
の
会
話
で
は
「
市
販

の
牛
乳
に
も
固
ま
る
の
と
固
ま
ら
な
い
の

が
あ
る
」
な

ど
普
段
の
生

活
の
技
や
調

理
し
て
い
る

時
の
疑
問
な

ど
の
話
で
盛

り
上
が
り
、

料
理
を
通
じ

て
交
流
と
親

睦
を
深
め
ま

し
た
。

講習会や情報交換で育成技術を再確認
～フレミズステップアップ講座～

乳製品を使った料理交流親睦会
～女性部青葉会～

出席者による情報交換、とても貴重な意見を聞くことが出来ました

志鎌係長の講義を熱心に聞くフレッシュ会員

チーズワッフルに取り組む出席者。上手に焼き上がったかな？

ヨーグルトクリームのどら焼き完成!!試食の時間がとても楽しそうでした!!
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年部　　　版

Ｑ１．あなたの趣味は？
Ａ１．星空観測
Ｑ２．あなたの特技は何ですか？
Ａ２．誰とでも仲良くなれる
Ｑ３．好みの女性は？芸能人に例えると…
Ａ３．長谷川京子
Ｑ４．将来の目標は？
Ａ４．三年連続　全道出陳!!
Ｑ５．あなたの夢は何ですか？
Ａ５．ベリーグッド牛群!!
Ｑ６．友達を紹介してください
Ａ６．滝本周太くんです。
Ｑ７．なぜ滝本くんを選んだのですか？
Ａ７．可愛い後輩だから…

須崎 智裕（西竹支部）
S59.２.８生 24歳

好評につき
期間延長

～5月30
日まで
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計
根
別
小
学
校
で
は
、
ウ
ィ
ン

タ
ー
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
元
気
な

子
供
た
ち
の
体
力
づ
く
り
を
目
的
に

二
月
四
日
計
根
別
小
学
校
ス
ケ
ー
ト

リ
ン
ク
場
に
て
ス
ケ
ー
ト
大
会
を
開

い
た
。

　

当
日
の
天
候
は
晴
れ
、
リ
ン
ク
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
も
万
全
と
な
り
絶
好

の
ス
ケ
ー
ト
日
和
と
な
っ
た
。

　

子
供
た
ち
は
、
ス
ケ
ー
ト
大
会
に

向
け
て
冬
休
み
か
ら
練
習
を
重
ね
、

そ
れ
ぞ
れ
の
目
標
タ
イ
ム
更
新
を
目

指
し
て
元
気
一
杯
で
大
会
に
臨
み
ま

し
た
。

　

ま
た
、
今
年
は
リ
ン
ク
面
積
を
大

幅
に
拡
張
、
教
員
や
父
兄
も
昨
年

十
二
月
か
ら
毎
晩
リ
ン
ク
造
成
に
取

り
組
み
、
広
々
と
し
た
リ
ン
ク
で
子

供
た
ち
も
大
喜
び
で
し
た
。

　

今
年
の
ス
ケ
ー
ト
大
会
も
子
供

た
ち
を
応
援
す
る
父
兄
や
家
族
が

多
く
、
計
根
別
幼
稚
園
の
可
愛
い

応
援
団
も
加
わ
り
ス
ケ
ー
ト
大
会
を

大
い
に
盛
り
上
げ
、
子
供
た
ち
は
自

ら
の
目
標
タ
イ
ム
を
次
々
と
更
新
し

て
い
ま
し
た
。
な
か
で
も
五
年
生
の

川
目
拓
磨
く
ん
は
全
道
大
会
で
も
三

位
に
輝
く
ほ

ど
の
実
力
を

持
ち
、
小
学

校
の
記
録
を

次
々
と
塗
り

替
え
て
い
ま

し
た
。

開 催 日／平成20年５月25日（日）９：00～14：00
（記念式典10：00～10：15、植樹10：50～11：30）

開催場所／中標津町運動公園
内　　容／ オープニングセレモニー、記念式典、

植樹、催事（パネル展等）、協賛行事（な
かしべつミルクファスティバル、特産
物販売等）

主　　催／ 北海道と北海道森林管理局が中標津町
と連携して実施

交通関係／ 会場への自家用車の乗り入れはできま
せんので無料送迎バスをご利用願いま
す。（会場周辺の駐車場は町外者専用
駐車場となります。）

　　　　　（１）無料送迎バス乗り場
　　　　　　　（自家用車等の駐車可能）
　　　　　　　①中標津町役場駐車場
　　　　　　　②中標津町総合文化会館駐車場
募集締切／ 平成20年４月25日（金）まで（予定）
　　　　　 募集は先着順として定員（1,500名）

になり次第しめ切らせていただきま
す。詳細については、申し込みのあっ
た後日、連絡いたします。

お問い合わせ・お申し込み先／
　中標津町経済部農林課林務係 ☎73-3111（内線375）
そ の 他／ 参加者全員に参加記念品及びお弁当が

出ます。

　北海道植樹祭は道民との協働による森林づくりを進める中心的な行
事として、毎年、道内各地で開催されています。本年は根釧圏域とし
て中標津町運動公園を会場に北海道植樹祭の開催が予定されており、
参加者を４月上旬から募集します。

「第59回北海道植樹祭 in なかしべつ」の
参加者を募集！

広々としたリンクで
次々と記録を更新する子供たち

計根別小学校スケート大会

大きなリンクで元気一杯に滑る子供たち

今年が最後のスケート大会となった6年生全道レベルの川目拓磨くん（5年生）



白黒通信
計根別乳牛改良連合会
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本
年
度
、
乳
改
連
で
は
『
有
利
個
体

販
売
に
対
す
る
取
り
組
み
』
を
事
業
の

柱
と
し
て
活
動
を
展
開
し
て
参
り
ま
し

た
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
府
県
に
売
却

さ
れ
た
乳
牛
の
追
跡
調
査
、
府
県
の
酪

農
事
情
や
乳
牛
動
向
、
購
買
者
が
求
め

て
い
る
乳
牛
は
何
か
？
に
つ
い
て
現
地

調
査
す
る
こ
と
と
な
り
、
三
月
二
〜
五

日
に
か
け
て
府
県
視
察
研
修
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

視
察
研
修
に
は
二
瓶
会
長
、
本
田
勉

副
会
長
、
岡
崎
会
員
、
事
務
局
、
販
売

課
大
矢
根
係
長
の
五
名
が
参
加
。
毎
年

の
よ
う
に
福
岡
県
と
の
購
買
も
あ
り
、

こ
の
た
び
の
研
修
で
は
計
根
別

産
の
乳
牛
を
沢
山
視
察
す
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
ま
た
、
福
岡

県
の
酪
農
事
情
も
非
常
に
厳
し

く
、
酪
農
家
の
嘆
き
を
実
感
す

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
、

授
精
す
る
精
液
の
六
〜
七
割
が

和
牛
、
受
精
卵
（
和
牛
）
の
使
用

も
増
え
て
い
る
こ
と
か
ら
後
継

牛
不
足
は
深
刻
な
問
題
と
な
っ

て
い
た
。
さ
ら
に
、
夏
場
の
気
温

も
三
十
度
を
越
す
日
が
数
ヶ
月

続
き
、
暑
熱
の
影
響
が
乳
牛
の
死

廃
や
淘
汰
を
招
き
、
乳
牛
の
増
頭

ま
で
に
至
ら
な
い
の
が
現
実
と

な
り
、
平
均
産
次
数
も
一
・
八
産

と
驚
き
の
低
さ
で
し
た
。

　

最
後
に
、
今
後
も
福
岡
県
と
の

乳
牛
購
買
は
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
が
、

今
回
の
視
察
で
得
た
情
報
を
も
と
に
、

一
日
で
も
長
く
農
場
に
残
れ
る〝
強
く
、

能
力
の
高
い
乳
牛
〞
を
作
っ
て
い
く
事

が
我
々
乳
改
連
と
し
て
の
責
務
で
あ
る

と
考
え
、
今
後
の
乳
牛
改
良
に
役
立
て

た
い
と
思
い
ま
す
。

三
月
三
日　
視
察
一
日
目

天
候　

曇
り　

黄
砂
の
影
響
で
視
界
不
良

　
○
ふ
く
お
か
県
酪
農
業
協
同
組
合
訪
問

ふ
く
お
か
県
酪
農
協
か
ら
の
要
望　

① 

導
入
後
、
風
邪
を
ひ
く
牛
が
い
る
の

で
抗
生
物
質
の
搬
入
前
投
与
の
検
討

② 
導
入
牛
の

腹
に
ホ
ル

ス
タ
イ
ン

雌
雄
判
別

精
液
の
使

用
③ 

導
入
時
期

の
再
検
討

○
飯
塚
支
所
武
谷
牧
場
、
松
岡
牧
場
、

平
嶋
牧
場
視

察【武
谷
牧
場
】

意
見･

要
望

① 

最
近
の
導

入
牛
は
初

産
分
娩
月

齢
が
若
過

ぎ
る
の
で
は
？
（
牛
が
細
い
）

② 

乳
頭
配
置
が
近
す
ぎ
る
の
で
は
？

【
松
岡
牧
場
】

① 

非
常
に
乳
量
が
出
て
い
る
そ
う
で
す
。

② 

施
設
的
に
大
型
サ
イ
ズ
の
牛
は
厳
し

く
、
牛
床
を
マ
ッ
ト
で
延
長
。

三
月
四
日　
視
察
二
日
目

天
候　

雨
の
ち
雪　

気
温
四
度
程
度

○
久
留
米
支
所　

内
田
牧
場
、
鹿
田
牧

場
、
中
村
牧
場

【
中
村
牧
場
】

　

久
留
米
地
区
で
は
古
く
か
ら
北
海

道
の
訓
子
府

か
ら
導
入
が

あ
り
、
訓
子

府
と
計
根
別

生
産
牛
と
の

差
は
見
ら
れ

ま
せ
ん
で
し

た
。

○
朝
倉
支
所　

高
倉
牧
場

【
高
倉
牧
場
】

計根別農協乳牛改良連合会

府県視察研修 in 福岡

計根別乳改連の記念誌配布を行ったフリーバーン牛舎などを見学

ハイエストファーム（大成）生産牛
おとなしく好評でした

ケネカランド（養老牛）
生産牛

平成18年導入。
雌牛出産、久留米地区
共進会に出品予定

牛舎の裏には
山があり道路も狭く、
牛舎の屋根は瓦でした

田中牧場（養老牛）生産牛
北村牧場（本別）生産牛

乳房の形状がとても良い乳牛でした
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乳
改
連
で
は
、
九
州
の
酪
農
事
情

や
乳
牛
販
売
の
現
状
を
視
察
、
そ
の

詳
細
を
会
員
に
伝
え
る
た
め
に
三
月

十
三
日
農
協
第
二
、三
会
議
室
に
て

府
県
視
察
報
告
会
を
開
い
た
。

　

報
告
会
に
は
、
会
員
や
農
協
職
員

を
含
め
た
三
十
三
名
が
出
席
。
府
県

視
察
に
出
席
し
た
二
瓶
義
則
会
長
ら

五
名
に
よ
り
福
岡
県
酪
農
業
協
同
組

合
連
合
会
、
全
酪
福
岡
支
所
、
酪
農

家
七
戸
の
視
察
内
容
が
報
告
さ
れ

た
。

　

こ
の
た
び
の
農
場
視
察
で
は
フ

リ
ー
バ
ー
ン
牛
舎
、
ア
ブ
レ
ス
ト

パ
ー
ラ
ー
に
よ
る
飼
養
形
態
が
多

く
、
酪
農
家
戸
々
の
工
夫
に
よ
り
生

産
費
を
抑
え
た
経
営
事
例
を
学
び
、

乳
牛
導
入
に
関
し
て
も
受
胎
率
の
下

が
る
梅
雨
時
期
の
授
精
を
回
避
す
べ

く
、
導
入
時
期
の
検
討
が
な
さ
れ
、

さ
ら
に
は
計
根
別
産
の
乳
牛
の
追
跡

調
査
も
実
施
さ
れ
る
視
察
研
修
と

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

報
告
を
受
け
た
会
員
か
ら
「
導
入

牛
で
初
産
月
齢
二
十
四
〜
二
十
五
ヶ

月
を
好
む
理
由
は
？
」「
今
後
、
自

家
繁
殖
で
導
入
に
頼
ら
な
い
可
能
性

は
？
」
な
ど
多
く
の
質
問
が
出
さ
れ

た
。

　

最
後
に
、
報
告
会
に
参
加
す
る
会

員
は
若
干
少
な
め
で
し
た
が
、
消
流

に
関
心
を
持
つ
会
員
ら
は
、
売
却
先

の
酪
農
情
勢
や
諸
事
情
を
熱
心
に
聞

き
入
り
、
府
県
消
流
に
対
す
る
関
心

の
高
さ
を
伺
え
る
報
告
会
と
な
り
ま

し
た
。

福岡の酪農事情と府県購買の現状を学ぶ
計根別乳牛改良連合会　府県視察報告会

　

三
月
一
日
、
中
標
津
町
ウ
コ

ウ
ボ
ウ
ル
に
て
親
子
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
を
開
き
ま
し
た
。

　

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
に
は
会
員

九
名
父
兄
四
名
が
参
加
。
大
会

前
に
は
豪
華
賞
品
が
当
た
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
、
こ
こ
は
賞
品
狙
い
に
佐
藤

広
光
さ
ん
、
株
田
勝
則
さ
ん
、

二
瓶
義
則
さ
ん
の
三
名
が
チ
ャ

レ
ン
ジ
し
ま
し
た
が
、
ス
ト
ラ

イ
ク
が
取
れ
ず
残
念
な
結
果
と

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
元
気
な
子
供
た
ち

と
ゲ
ー
ム
を
ス
タ
ー
ト
。
最
初

は
上
手
く
投
げ
ら
れ
な
か
っ
た

会
員
も
徐
々
に
慣
れ
て
き
て
ス

ペ
ア
や
ス
ト
ラ
イ
ク
を
連
発
。

　

満
足
そ
う
に
笑
顔
を
浮
か
べ

る
子
供
た
ち
が
と
て
も
印
象
的

で
し
た
。

　

結
果
は
、
女
子
で
赤
池
有
紀

ち
ゃ
ん
、
男
子
で
佐
藤
広
夢
く

ん
が
そ
れ
ぞ
れ
優
勝
。
ま
た
、

大
人
で
は
佐
藤
広
光
さ
ん
が
優

勝
す
る
な
ど
、
会
員
や
父
兄
で

盛
り
上
が
る
楽
し
い
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

親子で楽しんだボウリング大会
ジュニアホルスタインクラブ

報告会の開催を告げる二瓶会長と視察参加者4名

福岡の酪農事情を学び、消流に関心を示す出席者

ボウリングも慣れ、スペアやストライク続出!! 親子で楽しくボウリング。思わず〝ピース〞



普及センター通信普及センター通信

根室農業改良普及センター

北根室支所

☎72-2163
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　家族で経営について話をする機会はどれくらいあるでしょうか？

　法人や会社では、打合せや話し合いが日常的に行われています。

　家族経営では、「あらたまって話すことが水くさい」「話さなくてもわかるだろう」という考えもあり、経

営に関わる全員がそろって話すことは少ないようです。

　普及センターでは、平成18年度に経営に積極的に参画している女性農業者から話を伺いました。共通して

重要だと考えて実践していたことは「話し合い」でした。

話し合いは「誰と」？
　◆まずは「夫婦」！（一番多い意見でした）
　　経営主夫婦を軸に若夫婦・後継者・両親と。
　　子供も経営に関わる１人として意見に耳を傾けてきた。
「いつ・どこで」？
　◆「　家　」：朝食後にお茶を飲みながら。
　　　　　　　　２世代が別棟の場合は、朝食（夕食）を親の家で一緒に食べながら。
　◆「事務所」：夕方の搾乳前に治療牛の確認などを含めて。
　◆「牛　舎」：牛を見ながら。経営主が後継者に仕事を教えながら。
「どのような内容」？
　◆毎 日 の こ と：「作業分担や改善点」ハッチの改造・離乳日数の短縮などの改善提案など。
　　　　　　　　　　「日々の相談連絡」疾病治療や種付けの確認。休みや日中に出かける調整。
　◆中長期的なこと：「共通の目標」「投資の時期」「営農計画」
　　　　　　　　　　経営方針・生活目標・住まい方（同居・別居）・経営移譲など。

　　　　　話し合いをする手段として「家族経営経営協定」があります。

　　　　　　「家族経営協定」とは…
　経営に関わる家族が、経営と生活について取り決めをして実践する事です。

　取り決めにより、一人一人の役割が明確になり、共通の目標に向かう事が出来ます。

＜家族経営協定の主な内容＞
「経営方針」・「労働時間と休日」・「労働報酬（給料・ボーナス）」・「作業の役割分担」・「帳簿の管理」・
「生活面（生活費と経営費の区分け・住居・家事・育児・経営移譲後の給料・老後の生活設計・介護）」・
「経営の移譲（時期と方法）」・「資産の移譲」など　　　
　＊様式にとらわれず、実践できることを決めます。
　＊締結後は定期的に見直しをします。

　年度始めとなる４月は、後継者が就農する農場もあると思います。

　この機会に家族で話し合ってみませんか？

家族経営協定に関心のある方は、根室農業改良普及センター北根室支所まで御連絡下さい。

協定作成時の
チェック表も
あります

話し合いで、経営をパワーアップ!話し合いで、経営をパワーアップ!
～家族全員が互いに理解を深め経営効率を高めるために～～家族全員が互いに理解を深め経営効率を高めるために～
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52線Ｔ字路付近に
〝すべり止め（砂）〟を設置!!

　３月13日、上標津町内会や計根別地区
協議会などでは、事故の多い52線Ｔ字路
に交通安全と記された〝すべり止め〟を
設置した。
　これを機会に地域や各町内会でも、事
故の多い危険箇所などに〝すべり止め〟
の設置に取り組まれることを期待すると
ともに、交通安全に心掛けて頂きたいと
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購
買
部　

資
材
生
活
課

　
　
　

資
材
係　

小
形　

ち
え

　

こ
の
度
、
三
月
三
十
一
日
付

を
以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
の

も
組
合
員
皆
様
、
役
職
員
や
関
係
各
位
皆
様
方

の
温
か
い
ご
指
導
の
お
陰
と
深
く
感
謝
し
て
お

り
ま
す
。

　

在
職
中
は
、
電
算
係
と
購
買
事
業
を
担
当
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
電
算
で
は
事
務
処
理
の
基

本
を
学
び
、
購
買
で
は
組
合
員
の
皆
様
と
接
す

る
機
会
も
多
く
、
そ
の
中
で
人
と
の
繋
が
り
の

大
切
さ
を
教
え
て
頂
き
ま
し
た
。
判
ら
な
い
事

も
多
く
、
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け

致
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
二
十
一
年
と
い
う
長
い
期
間

で
教
え
て
頂
い
た
事
、
体
験
さ
せ
て
頂
い
た
事

を
忘
れ
ず
に
新
し
い
生
活
に
役
立
て
て
行
こ
う

と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後
益
々

の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
退

職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

長
い
間
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

総
務
部　

総
務
電
算
課　

　
　
　

総
務
係　

新
井
由
美
子

　

三
月
三
十
一
日
付
け
で
退
職
さ
せ
て
頂
く
事

に
な
り
ま
し
た
。
十
三
年
間
計
根
別
農
協
で
勤

め
さ
せ
て
頂
け
た
事
を
組
合
員
並
び
に
役
職
員

皆
様
に
心
か
ら
感
謝
致
し
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

今
、
自
分
自
身
が
抱
え
て
い
る
心
の
障
害
を

よ
う
や
く
認
め
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
も
う
一

度
自
分
を
見
つ
め
直
し
、
新
た
な
目
標
に
向

か
っ
て
歩
ん
で
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
人
は

何
か
を
良
く
し
よ
う
と
す
る
と
何
か
を
失
う

事
、完
璧
な
人
は
い
な
い
と
い
う
事
、人
は
色
々

な
考
え
を
持
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
面
白
い
と
い

う
事
、
自
分
自
身
を
認
め
人
を
認
め
る
と
い
う

事
、
当
た
り
前
の
様
な
事
が
当
た
り
前
じ
ゃ
な

い
と
い
う
事
な
ど
色
々
な
事
を
改
め
て
学
ぶ
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。

　

長
い
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
体
に
気
を
つ
け
笑
顔
が
い
つ
ま
で
も
続
く

こ
と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

総
務
部　

金
融
課

金
融
係　

松
永　

幸
子

　

こ
の
度
、
三
月
三
十
一
日
付

け
を
以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く

事
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
九
年
に
計
根
別
農
協

に
奉
職
以
来
、
総
務
課
、
販
売
課
、
金
融
課
と

担
当
さ
せ
て
頂
き
沢
山
の
事
を
学
び
ま
し
た
。

　

組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
役
職
員
の
皆
様

に
は
色
々
と
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、

皆
様
方
の
公
私
に
わ
た
る
温
か
い
ご
指
導
の
お

陰
で
十
一
年
間
勤
務
す
る
事
が
で
き
心
よ
り
感

謝
致
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
は
、
組
合
員
の
家
族
と
し
て
計
根

別
農
協
で
得
た
事
を
生
か
し
頑
張
り
た
い
と
思

い
ま
す
。
皆
様
方
に
は
今
後
も
色
々
と
お
世
話

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
宜
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後
益
々

の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
お
礼

の
言
葉
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
十
一
年
間
本
当

に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

販
売
部　

酪
農
課

　

酪
農
係　

本
田　

千
春

　

こ
の
度
、
三
月
三
十
一
日
付

を
以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
平
成
八
年
四
月
一
日
に
計

根
別
農
協
の
職
員
と
し
て
奉
職
以
来
十
二
年
が

過
ぎ
ま
し
た
。
生
産
企
画
係
、
生
産
セ
ン
タ
ー

係
、
生
産
推
進
係
、
酪
農
係
と
そ
れ
ぞ
れ
の
部

署
を
担
当
さ
せ
て
頂
き
、
つ
な
が
り
の
あ
る
仕

事
を
学
び
、
よ
り
深
い
勉
強
を
す
る
事
が
出
来

ま
し
た
。
高
校
卒
業
し
て
最
初
は
わ
か
ら
な
い

事
ば
か
り
で
組
合
員
の
皆
様
や
職
員
の
皆
様
に

は
大
変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
し
た
が
、
色
々

な
面
で
ご
指
導
を
賜
り
こ
こ
ま
で
育
て
て
頂
い

た
事
に
と
て
も
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
職
員
に
な
っ
て
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
し
た

り
、
共
進
会
や
各
イ
ベ
ン
ト
行
事
等
で
酪
農
の

素
晴
ら
し
さ
や
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を

学
び
本
当
に
い
い
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。
そ
し
て
充
実
し
た
日
々
を
過
す
事
が
出
来

ま
し
た
。

退
職
後
は
、
計
根
別
農
協
で
学
ん
だ
事
を
生
か

し
て
何
事
も
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
皆
様
方

の
益
々
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申
し
上

げ
、
退
職
の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
十
二

年
間
お
世
話
に
な
り
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

購
買
部　

資
材
生
活
課

資
材
係　

加
藤　

敬
枝

　

こ
の
度
、三
月
三
十
一
日
付
を

以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
事
に
な

り
ま
し
た
。

　

農
協
で
は
、
四
年
間
勤
務
さ
せ
て
頂
き
様
々

な
経
験
か
ら
多
く
の
事
を
学
び
ま
し
た
。ま
ず
、

営
農
で
は
女
性
部
員
や
手
つ
な
ぎ
会
員
の
皆
様

に
は
大
変
お
世
話
に
な
り
、
様
々
な
場
面
で
勉

強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

五
十
周
年
記
念
事
業
で
は
、
ク
ッ
キ
ン
グ

フ
ェ
ス
タ
や
記
念
式
典
、
記
念
誌
作
成
を
通
し

て
、
部
員
皆
様
方
の
ご
協
力
に
よ
り
無
事
終
了

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。こ
の
時「
よ
く
頑
張
っ

た
ね
」
と
声
を
掛
け
て
頂
い
た
事
が
、
と
て
も

嬉
し
く
今
で
も
心
に
残
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
手
つ
な
ぎ
の
会
で
は
月
一
回
の
会
合

や
ふ
れ
あ
い
会
を
通
し
て
、
沢
山
の
事
を
学
び

ま
し
た
。
ふ
れ
あ
い
会
も
準
備
は
大
変
で
し
た

が
、
手
作
り
の
お
弁
当
や
ゲ
ー
ム
で
お
じ
い

ち
ゃ
ん
や
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
達
の
笑
顔
が
見
る
こ

と
が
出
来
て
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
事
を
覚
え
て

い
ま
す
。

　

購
買
で
は
、
約
半
年
の
勤
務
で
し
た
が
牛
の

見
方
や
餌
の
事
を
教
え
て
頂
き
、
牛
の
事
を
少

し
で
す
が
理
解
す
る
事
が
で
き
て
良
い
経
験
を

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
は
、今
ま
で
学
ん
だ
事
を
活
か
し
、

何
事
も
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
今

ま
で
自
分
を
支
え
て
下
さ
っ
た
組
合
員
の
皆
様
、

職
員
の
皆
様
、大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
皆
様
方
の
今
後
益
々

の
ご
繁
栄
と
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
退
職

の
挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

四
年
間
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

購
買
部　

資
材
生
活
課

資
材
係　

由
本　

昌
子

　

こ
の
度
、
一
身
上
の
都
合
に
よ
り
三
月
末
日

付
を
以
っ
て
退
職
さ
せ
て
頂
く
事
に
な
り
ま
し

た
。
組
合
員
の
皆
様
を
は
じ
め
、
職
員
や
各
関

係
各
位
に
は
長
い
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま

し
た
。
心
よ
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

至
ら
ぬ
事
も
多
く
、
皆
様
方
に
は
大
変
ご
迷
惑

を
お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
永
き
に
わ
た
り
大

過
な
く
勤
め
さ
せ
て
頂
く
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
職
場
の
皆
様
方
の
温
か

い
励
ま
し
と
ご
指
導
の
賜
物
と
心
よ
り
感
謝
し

て
お
り
ま
す
。

　

酪
農
と
縁
の
な
い
家
庭
に
育
ち
ま
し
た
が
、

農
協
に
入
り
色
々
な
方
々
と
お
会
い
し
、
酪
農

や
地
域
の
事
を
知
り
得
た
こ
と
は
私
の
大
き
な

財
産
と
な
り
ま
し
た
。
職
場
で
お
教
え
頂
い
た

数
々
の
こ
と
を
心
に
留
め
、
こ
れ
か
ら
の
人
生

に
活
か
し
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
長
い
間
の
ご
厚
情
に

感
謝
し
、
組
合
員
や
職
員
の
皆
様
の
ご
健
勝
と

酪
農
の
安
定
と
今
後
の
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
、
簡
単
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
退
職
の

挨
拶
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
長
い
間
、
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

 
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
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クロスワードパズル

蘆正解者５名の方にすてきなプレゼントを

　さしあげます。なお、正解者多数の場合

　は抽選とさせていただきます。

《応募方法》左下の点線の部分を事務所内

　（販売機横）の投書箱へ。または、組織広

　報係までＦＡＸ（78-2556）お願いします。

《締め切り》 平成20年４月末日まで

　当選者の発表は「けねべつ」５月号誌上

【タテのカギ】
１　レジスターから出てくる
２　風が吹いてくる方向
３　眉と眉の間
４　マグロの脂肪の多い部分
５　苦手
７　使われていない土地
９　サラダ用の野菜
11　輪舞曲
13　月末
14　丈夫な綿布で作ったズボ
ン

16　人型や犬型など、SFが
現実になってきた

17　物事が起きるちょっと前
18　キラキラ光る糸
19　血液型のひとつ
21　記号は×

【ヨコのカギ】
２　⇔過疎
４　ペンキを一面に塗ること
６　ひな祭用のアルコール飲
料

７　医者要らずとも言う多肉
植物

８　満60歳
10　料理で、片栗粉を入れて
つけます

12　立ったままで鑑賞
14　日本工業規格
15　独唱
17　飲み物をかき混ぜる棒
19　畑で作る稲
20　グループの一員
22　クロコダイル、アリゲー
ター

23　小野妹子は遣○○使とし
て知られている

24　本家本○○

き
り
と
り
線

きりとり線

クロスワクロスワードパズパズルクロスワクロスワードパズパズルクロスワードパズル
住　所

氏　名

ＴＥＬ

答え

A B C D E

あ
と
が
き

　

今
年
の
冬
は
雪
も
少
な
く
、
比
較
的
穏
や
か
な
天
候
が
続
き
、
あ
と
は
暖
か
い
春
を
待
つ

の
み
と
な
り
ま
し
た
。

さ
て
、
今
月
よ
り
新
年
度
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
が
、
先
般
開
催
さ
れ
た
農
協
意
見
集
約
会
議

の
な
か
で
新
た
な
対
策
や
取
り
組
み
が
提
案
さ
れ
、
本
年
度
の
農
協
事
業
に
は
大
き
な
期
待

が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
計
画
生
産
、
乳
価
低
迷
、
資
材
費
等
の
暴
騰
な
ど
厳
し
い
酪
農
経
営
を
強
い
ら

れ
ま
し
た
が
、
今
年
も
厳
し
い
目
線
で
自
ら
の
経
営
を
見
直
し
、
家
族
一
丸
と
な
り
取
り
組

ん
で
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
農
協
で
は
本
年
度
を
以
っ
て
六
名
の
職
員
が
退
職
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

退
職
さ
れ
る
職
員
に
は
、
今
ま
で
農
協
で
ご
活
躍
さ
れ
た
功
績
を
讃
え
る
と
と
も
に
、
こ
れ

か
ら
の
人
生
を
温
か
く
見
守
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
今
年
は
乳
価
引
上
げ
や
生
乳
増
産
基
調
な
ど
明
る
い
話
題
も
あ
り
ま
す
が
、
ま

だ
ま
だ
気
を
引
き
締
め
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て
組
合
員
や
地
域
の

た
め
に
頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

クロスワードパズル
２月号の答え

抽選の結果下記の方が当選いたしました。
すてきなプレゼントを差し上げます。
組織広報係でお受け取り下さい。

加部　絢子さん　稲垣　妙子さん　佐藤　雄太さん
松本久仁子さん　太田　輝幸さん

リメイク



※
今
月
の
〝
モ
ー
の
眼
差
し
〞
は
組
合
長
の
公
務
に
よ
り
休
載
致
し
ま
す
。

編集／計根別農業協同組合  営農部  営農課  組織広報係
発行日／平成20年４月１日

〝当選者〟
　ＪＡ貯金では昨年10～12月にかけて冬の

全道統一キャンペーン（定期貯金）を実施、

当農協からも約600件が応募した。全道での

応募者総数も60,000件を超え、大々的な抽選

会が行われるなか大成地区の高橋英昭さん

が見事に特賞となり、３月３日富田参事から

８万円相当の旅行券が手渡された。その他に

も６名の組合員が２等（5,000円相当ギフト

券）に当選となった。


